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〔
Ⅰ
〕
序

―
「
死
を
忘
れ
た
文
明
」
か
ら
の

問
い
か
け

釈
尊
の
臨
終
へ
の
旅
を
た
ど
り
な
が
ら
、
仏
教
の
生
死
観
を

展
開
す
る
経
典
の
一
つ
に
「
涅
槃
経
」
が
あ
る
。「
涅
槃
経
」
の

な
か
に
、
人
間
の
「
生
」
と
「
死
」
は
一
体
で
あ
り
、「
生
命
」

の
二
つ
の
側
面
で
あ
る
こ
と
を
説
く
、
次
の
よ
う
な
話
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

「
あ
る
時
、
容
姿
端
麗
な
女
性
が
一
軒
の
家
を
訪
れ
、
家
の

主
が
名
を
聞
く
と
、『
私
は
功
徳
大
夫
と
い
い
ま
す
』
と
答

え
た
。
主
人
は
喜
ん
で
迎
え
入
れ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
醜

悪
な
女
性
が
こ
の
家
を
訪
れ
た
。
主
人
が
名
を
聞
く
と

『
黒
闇
と
申
し
ま
す
』
と
い
う
。
主
人
は
刀
を
ぬ
い
て
去
れ

と
い
う
と
、
そ
の
女
性
は
答
え
た
。『
家
の
中
の
女
性
は
私

の
姉
で
、
私
は
常
に
姉
と
行
動
を
と
も
に
し
て
い
ま
す
。

私
を
追
い
出
す
と
姉
も
追
い
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
』
と
。

主
人
は
驚
い
て
、
姉
に
聞
く
と
、『
私
は
妹
と
行
動
を
と
も

に
し
て
お
り
、
私
を
愛
さ
れ
る
な
ら
ば
、
妹
も
愛
し
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
』
と
答
え
た
と
い
う
」

　
（
１
）

釈
尊
は
、
仏
弟
子
の
迦
葉
に
、
姉
は
「
生
」
で
妹
は
「
死
」

仏
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を
意
味
す
る
と
説
い
て
い
る
。

池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
は
、
講
演
「
大
乗
仏
教
と
現
代
文
明
」
の

な
か
で
、「
文
明
」
と
「
生
死
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

「『
死
を
忘
れ
た
文
明
』
と
い
わ
れ
る
近
代
は
、
こ
の
生
死

と
い
う
根
本
課
題
か
ら
目
を
そ
ら
し
、
死
を
も
っ
ぱ
ら
忌

む
べ
き
も
の
と
し
て
、
日
陰
者
の
位
置
に
追
い
込
ん
で
し

ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
近
代
人
に
と
っ
て
死
と
は
、
単

な
る
生
の
欠
如
、
空
白
状
態
に
す
ぎ
ず
、
生
が
善
で
あ
る

な
ら
死
は
悪
、
生
が
有
で
死
が
無
、
生
が
条
理
で
死
が
不

条
理
、
生
が
明
で
死
が
暗
、
等
々
と
、
こ
と
ご
と
に
死
は

マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
を
割
り
振
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
現
代
人
は
死
の
側
か
ら
手
痛
い
し
っ
ぺ
返

し
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
今
世
紀
が
、
ブ
レ

ジ
ン
ス
キ
ー
博
士
の
言
う
『
メ
ガ
・
デ
ス
（
大
量
死
）
の
世

紀
』
と
な
っ
た
こ
と
は
、
皮
肉
に
も
『
死
を
忘
れ
た
文
明
』

の
帰
結
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
で
し
ょ
う
か
」

（
２
）

二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
も
、「
暴
力
と
報
復
」
に
よ
る
「
死
の

連
鎖
」
は
、
地
球
上
い
た
る
と
こ
ろ
で
激
発
し
て
お
り
、
そ
れ

が
、
大
量
破
壊
兵
器
の
使
用
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
世
界
状

況
で
あ
る
。
戦
争
、
紛
争
、
テ
ロ
の
激
発
と
い
う
「
直
接
的
暴

力
」
の
基
盤
に
は
、
ヨ
ハ
ン
・
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ
の
い
う
「
構
造

的
暴
力
」
が
広
が
り
、
そ
れ
が
「
文
化
的
・
宗
教
的
暴
力
」
と

も
連
な
り
な
が
ら
、
極
貧
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
の
差
別
を
生
み
出

し
て
い
る
。
そ
の
暴
力
性
は
、
人
類
生
命
を
支
え
る
自
然
生
態

系
に
ま
で
拡
大
し
、
生
態
系
の
破
綻
、
し
っ
ぺ
返
し
に
よ
る

「
地
球
温
暖
化
」
に
象
徴
さ
れ
る
大
自
然
の
異
常
現
象
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
。
人
類
と
い
う
「
種
」
の
生
存
基
盤
そ
の
も
の
が

破
壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
人
類
的
危
機
の
な
か
に
あ
っ
て
、
現
代
人
は
、

個
人
と
し
て
も
、
自
己
自
身
の
「
生
」
と
「
死
」
に
直
面
せ
ざ

る
を
え
な
い
状
況
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
近

代
科
学
に
支
え
ら
れ
た
現
代
医
学
の
長
足
の
進
歩
が
引
き
起
こ

し
た
課
題
で
は
あ
る
。

「
生
」
に
関
す
る
領
域
で
は
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
、

ク
ロ
ー
ン
、
体
外
受
精
、
遺
伝
子
治
療
等
で
あ
り
、「
死
」
の
領

域
で
は
、
安
楽
死
、
尊
厳
死
、
自
殺
、
脳
死
、
植
物
状
態
、
臓

器
移
植
、
そ
し
て
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア
で
あ
る
。
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現
代
医
療
技
術
が
突
き
つ
け
る
こ
の
よ
う
な
課
題
に
、
個
人

が
、
ど
の
よ
う
に
「
自
己
決
定
」
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
そ

の
基
盤
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
死
生
観
で
あ
る
。

さ
ら
に
、「
死
を
忘
れ
た
文
明
」
の
た
だ
中
で
、
現
代
人
は
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
に
お
そ
わ
れ
、「
自
分
は
ど

こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
」「
自
分
の
子
ど
も
は
一
体
ど

こ
か
ら
来
て
、
自
分
と
ど
の
よ
う
に
縁
す
る
の
か
」、
そ
し
て
何

よ
り
も
「
自
己
と
は
何
か
」
と
い
う
実
存
的
問
い
に
迫
ら
れ
て

い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
「
生
」
と
「
死
」
の
場
面
、
仏
教
で
い
う
「
生

老
病
死
」
の
四
苦
と
の
遭
遇
の
な
か
で
「
自
己
決
定
」
を
迫
ら

れ
て
い
る
現
代
人
は
、
自
覚
的
に
生
き
る
こ
と
も
、
死
ぬ
こ
と

さ
え
も
で
き
な
い
ジ
レ
ン
マ
に
陥
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
は
、「
ゆ
え
に
、
死
を
排
除
す
る
の
で
は
な

く
、
死
を
凝
視
し
、
正
し
く
位
置
づ
け
て
い
く
生
命
観
、
生
死

観
、
文
化
観
の
確
立
こ
そ
、
二
十
一
世
紀
の
最
大
の
課
題
と
な

っ
て
く
る
と
私
は
思
い
ま
す
」
（
３
）
と
主
張
し
て
い
る
。

本
論
文
は
、
仏
教
に
基
盤
を
お
き
な
が
ら
、「
現
代
文
明
」
の

提
起
す
る
上
記
の
問
題
に
応
え
る
た
め
の
「
死
生
観
」
の
大
要

を
構
築
す
る
試
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仏
教
思
想
史
の
な

か
か
ら
、「
死
を
忘
れ
た
文
明
」
へ
の
応
答
と
い
う
角
度
か
ら
、

有
用
と
思
わ
れ
る
も
の
を
抽
出
す
る
形
で
論
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

〔
Ⅱ
〕
仏
教
で
は
「
死
」
を
ど
う
と
ら
え
て
き
た
か

―
「
阿
頼
耶
識
」
論
を
主
軸
に

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
釈
尊
の
主
要
な
出
家
の
動
機
が
「
生

老
病
死
」
の
苦
の
超
克
で
あ
っ
た
故
に
、
人
間
の
「
死
」
と

「
生
」
は
、
仏
教
の
主
要
課
題
の
一
つ
で
あ
り
つ
づ
け
て
き
た
。

仏
教
史
の
な
か
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
原
始
仏
教
、
部
派
仏
教
、

そ
し
て
唯
識
学
派
を
取
り
上
げ
、
仏
教
の
「
死
」
の
考
察
を
た

ど
っ
て
お
き
た
い
。
と
り
わ
け
、
現
代
医
学
の
提
起
す
る
「
生
」

と
「
死
」
に
関
わ
る
諸
課
題
と
の
接
点
を
考
え
る
時
、
唯
識
学

派
の
説
が
有
用
で
あ
る
。

ま
ず
、
原
始
仏
教
で
は
、「
寿
」「
煖
」「
識
」
の
三
者
に
よ
っ

て
人
間
の
生
命
活
動
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
「
寿
」
と
は
寿
命
、
生
命
の
こ
と
で
あ
り
、「
煖
」
と
は



仏教の生死観―現代文明への応答のために77

「東洋学術研究」第47巻第１号

温
み
の
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
体
温
を
さ
し
て
い
る
。「
識
」
と
は
、

意
識
と
か
感
覚
を
意
味
す
る
が
、
表
面
的
な
意
識
作
用
を
包
み

つ
つ
も
、
さ
ら
に
深
層
の
心
に
ま
で
及
ぶ
概
念
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
り
、
寿
と
煖
と
識
の
統

合
性
、
調
和
が
失
わ
れ
る
時
が
来
る
。
こ
の
時
が
「
死
」
で
あ

る
と
見
る
。

た
と
え
ば
、
中
部
経
典
に

（
４
）
　
は
、「
尊
者
、
寿
、
煖
、
及
、
識
の

三
法
が
此
の
身
を
去
る
と
き
、
是
に
此
の
身
は
棄
て
ら
れ
、
擲な

げ

出だ

さ
れ
、
無
心
の
木
片
の
如
く
横
た
は
る
な
り
」
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
原
始
仏
教
で
は
、
寿
、
煖
、
識
の
統
合
性
、
統

一
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
人
間
の
死
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
肉
体
を
棄
て
る
�
生
命
主
体
�

そ
の
も
の
が
無
に
な
る
と
は
い
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
原
始
仏
教
で
は
、
寿
、
煖
、
識
の
統
合
性
、

統
一
的
な
調
和
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
が
死
で
あ
る
と
と
ら
え

て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
心
身
（
生
命
）
の
「
統
合
性
」「
統
一

性
」
に
焦
点
を
当
て
て
、
人
間
の
「
生
」
と
「
死
」
を
み
て
い

た
の
で
あ
る
。

次
に
、
部
派
仏
教
に
な
る
と
、
�
命
根
�
と
い
う
原
理
を
立
て

る
。「
倶
舎
論
」
に
は
「
命
根
の
体
は
、
即
ち
寿
に
し
て
、
能
く

煖
及
び
識
を
操
す
」
（
５
）

と
説
か
れ
て
い
る
。
命
根
を
も
っ
て
、
生

と
死
を
輪
廻
す
る
生
命
主
体
と
し
、
生
き
て
い
る
時
は
煖
と
識

を
支
え
て
い
る
が
、
こ
の
命
根
が
断
た
れ
る
と
、
識
の
働
き
も

消
失
し
、
煖
も
失
わ
れ
て
い
く
と
考
え
る
。

「
倶
舎
論
」
で
は
、
四
有

―
死
有
、
中
有
、
生
有
、
本
有

を
説
い
て
い
る
。
死
有
に
つ
い
て
「
倶
舎
論
」
に
は
「
四
に
は

死
有
、
謂
わ
く
、
最
後
の
念
に
し
て
、
中
有
の
前
に
次
ぐ
」
（
６
）

と

あ
る
。
中
有
と
は
、
イ
ン
ド
思
想
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の

で
、
人
間
の
「
死
」（
死
有
）
か
ら
、
次
の
受
生
（
生
有
）
ま
で
の

期
間
を
さ
す
。
な
お
、「
倶
舎
論
」
で
は
、
中
有
を
四
十
九
日
と

す
る
説
の
他
、
諸
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
、

中
有
と
い
う
状
態
は
な
い
と
す
る
無
中
有
説
も
あ
る
。
中
有
説

を
と
る
と
、
人
間
は
死
有
を
経
て
、
中
有
と
い
う
潜
在
的
状
態

に
入
り
、
そ
し
て
、
生
有
に
よ
っ
て
、
こ
の
現
象
世
界
へ
と
顕

在
化
し
て
、
本
有
の
人
生
を
す
ご
し
、
ま
た
、
死
有
を
迎
え
る

と
説
い
て
い
る
。

「
倶
舎
論
」
で
は
、
生
命
は
「
命
根
」
が
断
た
れ
る
と
、
死

有
か
ら
中
有
へ
と
入
る
と
す
る
が
、
中
有
に
お
け
る
生
命
主
体



を
「
中
有
身
」
と
も
表
現
し
て
い
る
。
で
は
、「
中
有
身
」
と
は

何
か
に
つ
い
て
、「
倶
舎
論
」
で
は
、
そ
れ
は
「
識
」
（
７
）

で
あ
る
と

す
る
。

大
乗
仏
教
の
一
つ
で
あ
る
唯
識
学
派
で
は
、
こ
の
「
識
」（
心
）

を
生
命
の
内
奥
に
ま
で
探
究
し
、
生
と
死
を
貫
く
生
命
主
体
と

し
て
「
阿
頼
耶
識
」
を
見
出
し
て
い
る
。

唯
識
学
派
で
は
、
部
派
仏
教
の
よ
う
に
「
命
根
」
を
立
て
ず
、

「
阿
頼
耶
識
」
の
な
か
に
心
身
を
統
合
す
る
働
き
を
託
す
の
で
あ

る
。
唯
識
学
派
は
、
人
間
の
「
識
」（
心
）
を
深
く
洞
察
し
て
、

意
識
の
奥
に
広
が
る
壮
大
な
「
心
理
的
宇
宙
」
を
照
明
し
て
い

く
。
そ
の
洞
察
は
、
自
我
意
識
を
基
点
と
し
て
、
個
人
の
深
層

の
領
域
へ
と
分
け
入
り
、
さ
ら
に
個
の
次
元
を
超
え
て
、
家
族
、

民
族
、
国
家
、
人
類
、
生
態
系
の
次
元
と
の
�
縁
起
�
性
を
見

出
し
、
そ
の
相
依
相
関
性
は
、
さ
ら
に
地
球
、
太
陽
系
、
銀
河

集
団
を
も
超
え
て
、
宇
宙
の
根
源
に
ま
で
達
し
て
い
く
の
で
あ

る
。唯

識
学
派
で
は
、
個
人
の
生
命
根
源
流
を
第
八
「
阿
頼
耶
識
」

と
し
て
洞
察
し
、
こ
の
「
阿
頼
耶
識
」
か
ら
、
第
七
「
末
那
識
」

が
転
じ
て
顕
在
化
し
、
次
い
で
第
六
「
意
識
」
と
「
五
識
」
が

生
じ
て
顕
在
化
す
る
と
説
い
て
い
る
。
同
時
に
、「
五
識
」
と

「
意
識
」「
末
那
識
」
の
活
動
は
、
�
種
子
�
（
潜
在
態
）
と
し
て

第
八
「
阿
頼
耶
識
」
に
刻
印
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
阿
頼
耶
識
」
を
基
軸
と
し
て
、
生
命
内
奥
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
各
「
識
」
の
相
関
を
説
く
の
が
、
唯
識
学
派

の
「
八
識
論
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
五
識
」
は
、
五
つ
の
感
覚

器
官
に
も
と
づ
く
眼
識
、
耳
識
、
鼻
識
、
舌
識
、
身
識
を
さ
す
。

身
識
と
は
皮
膚
感
覚
で
あ
る
が
、
内
臓
感
覚
も
含
ま
れ
る
。

第
六
「
意
識
」
は
、
五
識
を
統
合
す
る
感
覚
、
知
覚
作
用
で

あ
る
。
な
お
、
こ
の
意
識
に
は
、
五
官
と
は
別
に
自
律
的
に
働

く
意
識
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
夢
を
見
た
り
、
過
去
や
未
来
の

想
像
力
、
構
想
力
、
内
面
的
省
察
力
で
あ
る
。

第
七
「
末
那
識
」
は
、
自
ら
を
生
み
出
し
た
「
阿
頼
耶
識
」

の
姿
を
誤
認
し
て
、
常
に
変
わ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
自
体
と
し

て
思
い
量
る
働
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
阿
頼
耶
識
」
の
「
実
体
」

視
が
起
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、「
末
那
識
」
は
「
思
量
」
（
８
）

識

（
唯
識
三
十
頌
）
と
定
義
さ
れ
る
。「
末
那
識
」
は
、「
実
体
」
視
し

た
「
阿
頼
耶
識
」
に
執
着
し
つ
づ
け
る
「
根
源
的
自
我
意
識
」

で
あ
る
。
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「
阿
頼
耶
識
」
は
「
一
切
種
」

（
９
）

（
唯
識
三
十
頌
）
と
い
わ
れ
、

あ
ら
ゆ
る
存
在
の
種
子
を
貯
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
阿
頼
耶
識
」

の
な
か
に
は
、
種
子
（
潜
在
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
と
し
て
、
「
五
識
」

「
六
識
」「
末
那
識
」
の
働
き
や
、
身
体
の
統
合
力
が
こ
と
ご
と

く
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
種
子
の

な
か
で
、
仏
教
で
重
要
視
す
る
の
は
、
業
種
子
で
あ
り
、「
阿
頼

耶
識
」
は
業
を
収
め
た
蔵
の
よ
う
な
も
の
と
も
い
わ
れ
る
。
し

か
し
、「
阿
頼
耶
識
」
は
、「
恒
に
転
ず
る
こ
と
暴
流
の
如
し
」

（
10
）

（
唯
識
三
十
頌
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
激
流
の
よ
う
に
生
滅
流
転

し
て
い
る
の
が
真
実
の
相
（
姿
）
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
阿
頼

耶
識
」
を
、「
末
那
識
」
は
変
化
し
な
い
「
実
体
」
と
誤
認
し
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。

「
阿
頼
耶
識
」
は
、
個
の
深
層
次
元
を
超
え
て
、
家
族
、
民

族
、
人
類
、
生
態
系
、
大
宇
宙
と
の
壮
大
な
る
�
縁
起
�
性
の

連
関
を
形
成
し
つ
つ
、「
心
理
的
宇
宙
」
へ
と
拡
大
し
て
い
く
の

で
あ
る
。

人
間
の
死
と
は
、
以
上
の
よ
う
な
構
造
を
な
す
人
間
生
命
の

内
奥
に
広
が
る
「
心
理
的
宇
宙
」
の
な
か
へ
と
自
己
自
身
が
潜

在
化
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
さ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
臨
終
に

お
い
て
は
、「
意
識
」
の
水
準
が
低
下
し
て
い
き
、
や
が
て
深
昏

睡
へ
と
入
っ
て
い
く
。「
五
識
」
の
働
き
も
消
失
し
、
や
が
て

「
意
識
」
も
消
失
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
五
つ
の
感
覚

器
官
と
と
も
に
働
く
意
識
は
消
失
し
た
よ
う
に
見
え
て
も
、
自

律
的
に
働
く
意
識
が
保
た
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

し
か
し
、
さ
ら
に
第
七
「
末
那
識
」
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
低
下

す
る
と
、「
根
源
的
自
我
意
識
」
は
、
さ
ら
に
内
な
る
「
阿
頼
耶

識
」
と
対
面
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
な
し
、
慈
愛
の

善
心
や
貪
欲
、
瞋
り
等
の
悪
心
に
取
り
巻
か
れ
て
い
る
。

さ
て
、
意
識
の
低
下
し
つ
づ
け
る
生
命
は
、
や
が
て
、「
末
那

識
」
の
次
元
か
ら
、
さ
ら
に
「
阿
頼
耶
識
」
の
次
元
へ
と
潜
在

化
し
、
も
は
や
、
そ
こ
か
ら
再
び
転
じ
て
、「
末
那
識
」
以
上
の

次
元
へ
と
顕
在
化
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
状
況
に
陥
っ
て
い
く
。

仏
教
の
「
四
有
」
説
を
使
え
ば
、
こ
の
不
可
逆
性
が
確
実
に
な

っ
た
時
点
で
、「
死
有
」
を
超
え
て
、
次
な
る
「
中
有
」
へ
と
入

っ
て
い
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
う
し
て
、
生
命
根
源
流
で
あ
る
「
阿
頼
耶
識
」
か
ら
顕
在

化
し
て
い
た
「
五
識
」「
六
識
」「
七
識
」
の
働
き
や
、
そ
の
場

を
提
供
す
る
身
体
と
環
境
の
働
き
も
、
そ
の
潜
在
的
エ
ネ
ル
ギ



ー
（
種
子
）
を
「
阿
頼
耶
識
」
に
潜
在
化
さ
せ
た
ま
ま
、
不
可
逆

的
に
、
再
び
顕
在
化
で
き
な
い
時
点
に
達
し
て
い
く
。
こ
の
生

命
論
的
状
態
を
「
阿
頼
耶
識
」
の
側
か
ら
見
れ
ば
、「
阿
頼
耶
識
」

は
身
体
の
統
合
力
を
潜
在
化
さ
せ
、
身
体
を
離
し
、
す
べ
て
の

種
子
の
み
を
摂
取
し
て
、
大
宇
宙
そ
の
も
の
へ
と
融
合
し
て
い

く
の
で
あ
る
。

平
川
彰
氏
は
、「
阿
頼
耶
識
」
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
と
し

て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
一
つ
は
輪
廻
転
生
し
て
い
く
主
体
と
し
て
の
阿
頼
耶
識
で

あ
り
、
こ
れ
は
肉
体
を
捨
て
て
行
く
も
の
で
あ
り
、
業
の

力
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
唯
識
で
は
『
業
』
を
『
種
子
』

と
呼
ぶ
た
め
に
、
こ
の
阿
頼
耶
識
を
『
種
子
の
阿
頼
耶
識
』

と
い
い
、
略
し
て
種
子
頼
耶
と
い
う
。
も
う
一
つ
は
、
こ

の
種
子
頼
耶
が
次
の
生
存
に
転
生
し
て
、
そ
の
生
ま
れ
る

場
所
が
き
ま
る
と
、
特
定
の
母
親
の
母
胎
に
託
生
す
る
の

で
あ
る
が
、
こ
の
託
生
し
た
阿
頼
耶
識
を
現
行
の
阿
頼
耶

識
と
い
う
」

（
11
）

〔
Ⅲ
〕
仏
教
は
「
生
」
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か

仏
教
を
基
盤
と
す
る
仏
教
産
科
学
で
は
、
一
貫
し
て
、
人
間

生
命
の
出
現
に
は
、
精
子
と
卵
子
の
他
に
「
中
有
身
」
の
顕
現

が
必
須
条
件
で
あ
る
と
す
る
。

た
と
え
ば
、「
大
宝
積
経
」
に
は
、「
復
次
に
阿
難
、
云
何
に

し
て
母
胎
に
入
る
を
得
る
。
謂
は
ゆ
る
父
母
は
愛
染
の
心
を
起

こ
し
、
月
期
調
順
し
、
中
陰
現
前
し
、
上
の
如
き
衆
多
の
過
患

あ
る
無
く
し
て
業
縁
具
足
せ
ば
、
即
ち
入
胎
す
る
こ
と
を
得
る
」

（
12
）

と
あ
る
。
故
に
、
こ
こ
で
は
�
父
母
の
愛
染
の
心
�
�
月
期
調

順
�
�
中
陰
現
前
�
�
業
縁
具
足
�
が
妊
娠
の
条
件
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
�
中
陰
現
前
�
と
は
、「
中

有
身
」
が
顕
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
「
中
有
身
」
と
は
、

「
種
子
の
阿
頼
耶
識
」
を
さ
し
て
い
る
。
�
業
縁
具
足
�
の
業
と

は
阿
頼
耶
識
内
在
の
業
で
あ
り
、
そ
の
業
の
顕
在
化
を
助
け
る

縁

―
即
ち
、
受
精
卵
や
胎
内
条
件
が
と
と
の
う
こ
と
で
あ
る
。

「
大
毘
婆
沙
論
」
に
は
、「
三
事
和
合
す
と
は
、
父
と
及
び
母

と
、
並
び
に
健
達
縛
と
の
三
事
和
合
す
る
を
云
う
」

（
13
）

と
あ
る
。

「
大
宝
積
経
」
に
は
、「
父
母
の
赤
白
和
合
す
る
に
」

（
14
）

と
あ
る
。
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父
の
白

と
母
の
赤

と
は
、
精
子
と
卵
子
で
あ
り
、
健
達
縛

と
は
「
中
有
身
」
即
ち
中
有
の
「
阿
頼
耶
識
」
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
仏
教
産
科
学
で
は
、
人
間
生
命
の
こ
の
現
象

世
界
へ
の
出
現
の
主
役
は
、
中
有
身
そ
の
も
の
で
あ
り
、
中
有

身
が
顕
在
化
し
て
「
生
有
」
を
迎
え
る
た
め
の
助
縁
と
し
て
、

遺
伝
情
報
を
担
っ
た
受
精
卵
並
び
に
胎
内
環
境
が
あ
る
と
す
る

の
で
あ
る
。

仏
教
で
は
、
人
間
の
「
死
」
へ
の
プ
ロ
セ
ス
と
同
様
に
、
人

間
の
「
生
」
に
つ
い
て
も
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

仏
典
で
は
、「
胎
内
五
位
」
を
説
く
。
た
と
え
ば
、「
倶
舎
論
」

で
は
、「
最
初
は
羯
刺
藍
な
り
、
次
に
�
浮
曇
を
生
じ
、
此
れ
よ

り
閉
尸
を
生
じ
、
閉
尸
よ
り
鍵
南
を
生
ず
。
次
に
鉢
羅
奢

な

り
。
後
に
髪
毛
爪
等
、
及
び
色
根
形
相
が
漸
次
に
転
増
す
」

（
15
）

と

あ
る
。
受
精
よ
り
、
一
週
間
（
七
日
）
が
羯
刺
藍
で
あ
り
、
二
週

間
（
十
四
日
）
が
�
浮
曇
で
あ
り
、
三
週
間
（
二
十
一
日
）
が
閉
尸

で
あ
り
、
四
週
間
（
二
十
八
日
）
が
鍵
南
と
す
る
。
次
の
鉢
羅

奢

（
第
五
位
）
を
さ
ら
に
一
週
間
ご
と
に
分
析
す
る
と
三
十
八

週
説
（
16
）
に
な
る
。

仏
教
産
科
学
で
は
、
引
き
つ
づ
い
て
、
第
一
位
の
羯
刺
藍
か

ら
、
順
次
に
個
体
の
成
育
の
プ
ロ
セ
ス
に
即
し
て
、「
阿
頼
耶
識
」

に
潜
在
力
と
し
て
内
包
さ
れ
て
い
た
末
那
識
や
意
識
も
顕
在
化

し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
感
覚
器
官
の
形
成
に

つ
れ
て
、
そ
れ
に
対
応
し
た
五
識
が
顕
在
化
し
て
い
く
の
で
あ

る
。

〔
Ⅳ
〕
日
蓮
仏
教
と
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
死
生
観

中
国
の
天
台
宗
で
は
、
最
も
根
源
的
な
領
域
と
し
て
第
九
識

「
阿
摩
羅
識
」
を
た
て
る
。
こ
の
識
は
、
根
本
清
浄
識
と
も
い
わ

れ
、
宇
宙
根
源
の
生
命
、
即
ち
宇
宙
生
命
そ
の
も
の
で
あ
り
、

「
仏
性
」「
法
性
」
と
同
義
と
さ
れ
る
。

日
本
の
日
蓮
仏
教
で
は
、
天
台
の
第
九
識
を
ふ
ま
え
て
「
九

識
論
」
を
展
開
し
て
い
る
。
日
蓮
は
、
宇
宙
根
源
の
生
命
、
法

（
法
性
）
を
妙
法
蓮
華
経
と
名
づ
け
、
す
べ
て
の
人
々
が
こ
の
法

に
南
無
（
帰
命
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
九
識
、
即
ち
仏
界
を

顕
在
化
で
き
る
修
行
法
を
主
張
し
て
い
る
。
日
蓮
仏
教
は
、
こ

の
よ
う
な
「
九
識
論
」
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
死
後
の
生
命
と
そ

の
変
革
の
あ
り
方
を
示
す
の
で
あ
る
。

日
蓮
は
、
日
本
の
十
三
世
紀
、
鎌
倉
時
代
当
時
の
一
般
的
な



死
後
観
を
採
用
し
、
死
後
の
生
命
が
「
中
有
の
旅
」
に
出
る
と

説
き
、
そ
し
て
、
生
命
内
包
（
阿
頼
耶
識
）
の
善
悪
の
業
に
応
じ

て
、
霊
山
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
三
悪
道
（
地
獄
、

餓
鬼
、
畜
生
）
に
陥
る
こ
と
も
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
ま
た
、

「
中
有
の
旅
」
で
は
、「
三
途
の
川
」「
死
出
の
山
」
な
ど
と
、
当

時
の
人
々
の
死
後
観
を
採
用
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、「
妙
法
尼
御
前
御
返
事
」
に
は
、「
た
だ
い
ま
に

霊
山
に
ま
い
ら
せ
給
い
な
ば
・
日
い
で
て
十
方
を
み
る
が
・
ご

と
く
う
れ
し
く
、
と
く
し死
に
ぬ
る
も
の
か
な
と
・
う
ち
よ
ろ
こ

び
給
い
候
は
ん
ず
ら
ん
、
中
有
の
道
に
い
か
な
る
事
も
い
で
き

た
り
候
は
ば
・
日
蓮
が
で
し
弟
子
な
り
と
な
の
ら
せ
給
へ
」

（
17
）

と
あ
る
。

こ
こ
で
は
、「
霊
山
浄
土
」
の
こ
と
が
記
さ
れ
、
そ
こ
へ
行
く
途

中
の
「
中
有
の
道
」
に
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。

「
中
有
の
道
」
に
起
き
る
こ
と
の
具
体
的
表
現
と
し
て
は

「
上
野
殿
母
御
前
御
返
事
」
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
故
南
条

五
郎
殿
の
死
出
の
山
・
三
途
の
河
を
越
し
給
わ
ん
時
・
煩
悩
の

山
賊
・
罪
業
の
海
賊
を
静
め
て
・
事
故
な
く
霊
山
浄
土
へ
参
ら

せ
給
う
べ
き
御
供
の
兵
者
は
無
量
義
経
の
四
十
余
年
・
未
顕
真

実
の
文
ぞ
か
し
」

（
18
）

「
死
出
の
山
」「
三
途
の
川
」
と
は
、
今
日
の
臨
死
体
験
と
も

照
ら
し
あ
わ
す
と
、
生
と
死
の
境
界
を
さ
し
、
そ
こ
に
お
い
て

煩
悩
や
悪
業
に
苦
し
め
ら
れ
る
と
の
内
実
と
な
ろ
う
。

日
蓮
仏
教
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
苦
し
み
を
打
ち
破
る
の

は
「
第
九
識
」
と
し
て
の
宇
宙
生
命
の
仏
界
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
を
「
日
蓮
の
弟
子
と
名
の
り
な
さ
い
」
と
か
、
無
量
義
経
の

文
が
さ
し
示
す
「
法
華
経
が
お
供
す
る
」
と
い
う
表
現
で
示
さ

れ
て
い
る
。

霊
山
浄
土
の
情
景
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
仏
教
用
語
と
概
念

を
使
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

「
霊
山
浄
土
の
悦
び
こ
そ
実
の
悦
び
な
れ
と
思
し
食
し
合
せ

て
又
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
へ
、
退
転
な
く
修
行
し
て
最

後
臨
終
の
時
を
待
つ
て
御
覧
ぜ
よ
、
妙
覚
の
山
に
走
り
登

つ
て
四
方
を
き
つ
と
見
る
な
ら
ば
・
あ
ら
面
白
や
法
界
寂

光
土
に
し
て
瑠
璃
を
以
つ
て
地
と
し
・
金
の
縄
を
以
つ
て

八
の
道
を
界
へ
り
、
天
よ
り
四
種
の
花
ふ
り
虚
空
に
音
楽

聞
え
て
、
諸
仏
菩
薩
は
常
楽
我
浄
の
風
に
そ
よ
め
き
娯
楽

快
楽
し
給
う
ぞ
や
」

（
19
）

し
か
し
、
一
方
で
は
、「
中
有
の
旅
」
を
経
て
、
三
悪
道
の
苦
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し
み
に
陥
る
死
後
の
生
命
も
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。「
盂
蘭
盆

御
書
」

（
20
）
の
中
で
、
釈
尊
の
十
大
弟
子
の
一
人
で
あ
る
目
連
の
母
が

慳
貪
の
罪
に
よ
っ
て
餓
鬼
道
に
お
ち
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。

そ
れ
で
は
、
日
蓮
が
説
く
「
霊
山
浄
土
」
と
か
「
三
悪
道
」

と
い
う
死
後
の
世
界
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
蓮

は
「
上
野
殿
後
家
尼
御
返
事
」
の
中
で
、
亡
夫
が
霊
山
浄
土
に

い
る
こ
と
を
伝
え
つ
つ
も
、「
夫
れ
浄
土
と
云
う
も
地
獄
と
云
う

も
外
に
は
候
は
ず
・
た
だ
我
等
が
む
ね
胸

の
間
に
あ
り
、
こ
れ
を

さ
と
悟

る
を
仏
と
い
ふ
・
こ
れ
に
ま
よ
迷

ふ
を
凡
夫
と
云
う
」

（
21
）

と
説

い
て
い
る
。
亡
夫
が
い
る
霊
山
浄
土
と
は
、
遠
い
別
世
界
で
は

な
く
、
あ
な
た
の
生
命
の
な
か
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、

そ
の
人
自
身
の
「
心
理
的
宇
宙
」
の
内
奥
に
「
霊
山
浄
土
」
も

「
地
獄
」
も
あ
る
の
で
あ
る
。

「
心
理
的
宇
宙
」
の
内
奥
は
、
善
と
悪
の
業
種
子
（
潜
在
エ
ネ

ル
ギ
ー
）
の
蔵
と
さ
れ
る
「
阿
頼
耶
識
」
の
領
域
が
広
が
り
、
他

者
の
生
命
の
深
層
と
、
相
互
に
伝
え
あ
い
、
資
け
あ
う
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
�
縁
起
�
の
連
関
を
形
成
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
す
べ
て
の
生
命
の
「
阿
頼
耶
識
」
と
一
体
と
な
り

つ
つ
、
全
存
在
を
支
え
、
創
造
し
ゆ
く
根
源
の
生
命
は
「
第
九

識
」「
法
性
」
等
と
記
さ
れ
る
「
宇
宙
生
命
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
広
大
無
辺
な
る
「
宇
宙
生
命
」
に
基
盤
を
お
く
個

の
「
阿
頼
耶
識
」
の
流
転

―
そ
の
な
か
に
こ
そ
、「
霊
山
浄
土
」

も
「
地
獄
」
も
存
在
す
る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

創
価
学
会
第
二
代
戸
田
会
長
は
、
こ
の
よ
う
な
日
蓮
仏
教
に

立
脚
し
、
ま
た
獄
中
で
の
「
悟
達
」
の
洞
察
を
通
し
て
、「
生
命

論
」
を
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長

（
第
三
代
会
長
）
に
引
き
継
が
れ
つ
つ
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
死
生
観
を
形
成

し
て
い
く
の
で
あ
る
。

戸
田
先
生
の
獄
中
体
験
は
、
ま
ず
「
仏
と
は
生
命
な
ん
だ
。

生
命
の
表
現
な
ん
だ
。
外
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身

の
命
に
あ
る
も
の
だ
。
い
や
、
外
に
も
あ
る
。
そ
れ
は
宇
宙
生

命
の
一
実
体
な
ん
だ
」

（
22
）

と
の
悟
り
を
得
、
さ
ら
に
、
自
ら
が
法

華
経
に
よ
っ
て
民
衆
救
済
を
誓
う
「
地
涌
の
菩
薩
」
で
あ
る
と

の
使
命
の
自
覚
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

戸
田
先
生
は
、
さ
ら
に
死
後
の
生
命
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

「
宇
宙
は
即
生
命
で
あ
る
故
に
、
我
々
が
死
ん
だ
と
す
る
。
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死
ん
だ
生
命
は
、
ち
ょ
う
ど
悲
し
み
と
悲
し
み
と
の
間
に

何
も
な
か
っ
た
よ
う
に
、
喜
び
と
、
喜
び
と
の
間
に
、
喜

び
が
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
よ
う
に
、
眠
っ
て
い
る
間
、
そ

の
心
が
ど
こ
に
も
な
い
よ
う
に
、
死
後
の
生
命
は
宇
宙
の

大
生
命
に
溶
け
こ
ん
で
、
ど
こ
を
さ
が
し
て
も
な
い
の
で

あ
る
」

（
23
）

死
後
の
生
命
即
ち
「
阿
頼
耶
識
」
は
、
そ
の
本
源
た
る
宇
宙

生
命
そ
の
も
の
に
溶
け
込
ん
で
い
く
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
「
中

有
の
旅
」
等
と
し
て
、
仏
教
で
は
表
現
す
る
の
で
あ
り
、
大
宇

宙
に
融
合
し
た
と
き
の
生
命
状
態
を
「
霊
山
浄
土
」
と
か
「
地

獄
」
と
か
表
現
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
戸
田
先
生
は
、「
寂
日
坊
御
書
講
義
」
の
な
か
で
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
が
死
に
ま
す
と
、
大
宇
宙
に
溶
け
込
む
の
で
す

が
、
今
度
は
、
そ
れ
が
大
事
な
ん
で
す
。
溶
け
込
む
場
所

が
あ
る
。
区
切
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
地
獄
、
餓
鬼
、

畜
生
、
修
羅

―
こ
の
世
界
に
常
楽
我
浄
の
我
が
溶
け
込

ん
で
、
地
獄
の
世
界
へ
行
っ
た
者
は
、
非
常
に
苦
し
み
を

お
ぼ
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
人
界
、
天
界
、
縁
覚
、
声
聞
、

菩
薩
、
仏
界
の
境
界
へ
行
っ
た
者
は
、
非
常
に
楽
し
み
を

受
け
る
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
い
っ
た
い
ど
こ
に
自
分
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
大
宇
宙
な
の
で
す
か
ら
、
ど
こ
に

も
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
い
う
境
界
が
あ
る
。
仏
界
も

あ
れ
ば
地
獄
界
も
あ
る
」

（
24
）

こ
こ
に
、
十
界
の
境
界
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
を
三
悪
道
と
い
い
、
瞋
り
、
貪
欲
、
愚
痴

の
煩
悩
に
よ
る
苦
し
み
の
境
界
と
す
る
。
修
羅
界
は
、
勝
他
の

念
、
つ
ま
り
慢
心
に
支
配
さ
れ
る
境
界
で
あ
り
、
こ
こ
ま
で
を

四
悪
趣
と
い
う
。
人
界
、
天
界
は
、
人
間
ら
し
い
知
性
、
良
心
、

愛
情
等
の
発
現
す
る
境
界
で
あ
り
、
こ
こ
ま
で
を
六
道
と
す
る
。

こ
の
六
道
を
超
克
し
よ
う
と
す
る
境
界
が
「
四
聖
」
で
あ
り
、

声
聞
、
縁
覚
は
、
こ
の
現
象
世
界
の
無
常
を
観
じ
る
境
界
で
あ

る
が
、
利
己
に
傾
き
や
す
い
。
菩
薩
界
は
自
他
と
も
の
幸
福
を

め
ざ
し
、
仏
界
は
「
第
九
識
」「
仏
界
」
と
一
体
と
な
っ
た
境
界

で
あ
る
。

中
国
の
天
台
は
、
人
間
生
命
内
奥
に
は
、
こ
の
十
界
が
す
べ

て
そ
な
わ
っ
て
お
り
、
外
界
の
縁
と
の
関
連
性
の
な
か
で
、
そ

の
い
ず
れ
か
が
発
現
し
て
い
る
と
洞
察
し
て
い
る
。
そ
し
て
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「
止
観
」
の
修
行
に
よ
っ
て
、「
四
聖
」、
特
に
菩
薩
界
や
仏
界
の

顕
在
化
を
志
向
し
て
い
る
。

日
蓮
仏
教
に
お
い
て
も
、
日
蓮
の
指
示
す
る
修
行
法
に
よ
っ

て
、
仏
界
や
菩
薩
界
を
強
力
に
発
現
す
る
こ
と
を
志
向
し
て
い

る
。天

台
が
、
人
間
生
命
の
内
奥
に
十
界
と
い
う
境
界
を
見
出
し

た
よ
う
に
、
人
間
の
「
心
理
的
宇
宙
」
に
は
、
地
獄
界
等
の
三

悪
道
か
ら
、
菩
薩
界
や
仏
界
ま
で
の
す
べ
て
の
境
界
が
内
包
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
境
界
が
、
種
子
（
潜
在
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
と

し
て
内
包
さ
れ
て
い
る
場
が
「
阿
頼
耶
識
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

善
と
悪
の
業
種
子
で
あ
る
。
極
善
の
業
が
仏
界
で
あ
り
、
極
悪

の
業
が
地
獄
界
で
あ
る
。
池
田
先
生
は
、
個
人
の
「
心
理
的
宇

宙
」
に
内
包
さ
れ
た
十
界
と
宇
宙
生
命
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
宇
宙
の
大
生
命
に
も
十
界
が
あ
る
。
そ
の
人
の
臨
終
の
一

念
が
地
獄
界
な
ら
、
宇
宙
生
命
の
地
獄
界
に
溶
け
こ
む
。

天
界
な
ら
、
天
界
に
溶
け
こ
む
」

（
25
）

そ
し
て
、
大
宇
宙
の
十
界
の
そ
れ
ぞ
れ
に
溶
け
込
ん
だ
生
命

主
体
は
、
戸
田
先
生
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
各
境
界
の
生
命
感
を

体
験
し
て
い
る
。
三
悪
道
の
苦
悩
、
修
羅
界
の
勝
他
の
念
、
人

界
・
天
界
の
平
穏
さ
、
声
聞
・
縁
覚
界
の
知
的
充
足
感
、
菩
薩

界
や
仏
界
の
自
他
と
も
の
幸
福
感
、
歓
喜
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
死

後
の
生
命
が
体
験
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
に
、「
臨
終
の
一
念
」

と
あ
る
が
、
臨
終
に
際
し
て
の
心
の
全
体
を
支
配
す
る
の
が

「
基
底
部
」
の
境
界
で
あ
る
。

人
間
生
命
に
は
、
十
界
の
す
べ
て
の
境
界
が
そ
な
わ
っ
て
い

る
が
、
外
界
の
縁
と
の
関
連
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
顕
在
化
し

や
す
い
境
界
が
あ
る
。
そ
れ
を
「
基
底
部
」
と
す
る
。「
阿
頼
耶

識
」
に
内
包
さ
れ
た
業
の
う
ち
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
最
も
強

力
な
業
が
、「
基
底
部
」
を
形
成
し
て
い
く
。

池
田
先
生
は
、「『
基
底
部
』
と
い
う
の
は
、
同
じ
人
間
で
も
、

地
獄
界
を
基
調
に
生
き
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
菩
薩
界
を
基
調

に
生
き
て
い
る
人
も
い
る
。
い
わ
ば
、
生
命
の
『
く
せ
』
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
業
因
に
よ
っ
て
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
、
そ
の
人
な

り
の
『
く
せ
』
が
あ
る
。
バ
ネ
が
、
伸
ば
し
た
後
も
ま
た
戻
る

よ
う
に
、
自
分
の
基
底
部
に
戻
っ
て
い
く
」

（
26
）

等
と
解
説
し
て
い

る
。つ

ま
り
、
外
界
の
�
縁
�
と
の
関
連
性
に
よ
っ
て
、
生
命
の
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内
か
ら
は
十
界
の
い
ず
れ
を
も
現
出
し
う
る
。
し
か
し
、
現
実

生
活
で
は
、
一
時
的
に
他
の
境
界
を
あ
ら
わ
し
て
も
、
常
に
、

そ
の
「
基
底
部
」
と
な
っ
て
い
る
境
界
に
も
ど
っ
て
い
く
の
で

あ
る
。
こ
の
「
基
底
部
」
と
い
う
最
も
強
い
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
っ
た
境
界
が
、
死
後
観
に
お
い
て
重
要
と
な
っ
て
く
る
。「
生
」

の
時
は
、
外
界
が
多
様
に
変
化
す
る
の
で
、
そ
れ
に
引
き
ず
ら

れ
て
、
多
く
の
境
界
が
あ
ら
わ
れ
る
が
、「
死
」
に
入
る
と
、
生

命
主
体
は
「
基
底
部
」
と
な
っ
て
い
る
宇
宙
生
命
の
境
界
に
融

合
し
て
い
き
、
そ
の
生
命
感
の
み
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
臨
終
の
生
命
の
「
基
底
部
」
が
、
一
念
を
支
配
し
、

地
獄
界
の
人
は
、
宇
宙
生
命
の
地
獄
界
に
融
合
し
、
菩
薩
界
、

仏
界
の
人
は
宇
宙
生
命
の
菩
薩
界
、
仏
界
に
融
合
し
て
い
く
。

日
蓮
の
霊
山
浄
土
の
記
述
は
、
ま
さ
に
仏
界
を
「
基
底
部
」
と

し
て
死
を
迎
え
た
生
命
主
体
の
内
実
で
あ
り
、
そ
こ
で
体
験
す

る
生
命
感
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

戸
田
先
生
は
、
死
後
の
生
命
（「
中
有
」）
が
、
さ
ら
に
「
生
有
」

を
迎
え
る
こ
と
を
、
生
命
の
連
続
性
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

「
現
在
生
存
す
る
わ
れ
ら
は
死
と
い
う
条
件
に
よ
っ
て
大
宇

宙
へ
と
け
込
み
、
空
の
状
態
に
お
い
て
業
を
感
じ
つ
つ
変

化
し
て
、
な
ん
ら
か
の
機
縁
に
よ
っ
て
ま
た
生
命
体
と
し

て
発
現
す
る
。
か
く
の
ご
と
く
死
し
て
は
生
ま
れ
生
ま
れ

て
は
死
し
、
永
遠
に
連
続
す
る
の
が
生
命
の
本
質
で
あ
る
」

（
27
）

こ
の
生
命
の
連
続
性
を
担
う
主
体
が
「
阿
頼
耶
識
」
で
あ
る
。

死
に
お
け
る
「
種
子
頼
耶
」
は
、「
生
有
」
を
経
て
、
そ
こ
に
内

包
さ
れ
て
い
た
各
識
、
並
び
に
身
体
の
統
合
力
、
環
境
と
の
対

応
力
を
顕
在
化
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
「
生
」
と

「
死
」
を
そ
の
人
の
「
基
底
部
」
の
生
命
感
が
貫
い
て
い
る
の
で

あ
る
。

日
蓮
は
、
仏
界
を
「
基
底
部
」
と
し
て
臨
終
を
と
げ
た
生
命

主
体
の
「
生
死
」
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
上
上
品
の
寂
光
の
往
生
を
遂
げ
須
臾
の
間
に
九
界
生
死
の

夢
の
中
に
還
り
来
つ
て
身
を
十
方
法
界
の
国
土
に
遍
じ
心

を
一
切
有
情
の
身
中
に
入
れ
て
内
よ
り
は
勧
発
し
外
よ
り

は
引
導
し
内
外
相
応
し
因
縁
和
合
し
て
自
在
神
通
の
慈
悲

の
力
を
施
し
広
く
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
滞
り
有
る
可
か

ら
ず
」

（
28
）

仏
界
を
「
基
底
部
」
に
し
て
死
を
迎
え
た
生
命
主
体
は
、
充

実
し
た
歓
喜
の
時
を
経
て
、
再
び
、
現
象
界
へ
と
帰
っ
て
く
る
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と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
�
た
ち
ま
ち
（
須
臾
）
�
と
あ
る
が
、

そ
の
時
間
は
、
そ
の
人
に
と
っ
て
の
生
命
時
間
で
あ
り
、
歓
喜

の
状
況
の
生
命
主
体
に
と
っ
て
は
、
充
実
し
た
時
間
は
「
須
臾
」

の
よ
う
に
実
感
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
生
」
と
「
死
」
を
、
池
田
先
生
は
「
生
も
歓

喜
」「
死
も
歓
喜
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
で
の
講
演
で
は
、「
法
性
の
起
滅
」
と
い
う
法
理
を
取
り

上
げ
て
い
る
。

「
仏
教
で
は
『
法
性
の
起
滅
』
を
説
き
ま
す
。
法
性
と
は
、

現
象
の
奥
に
あ
る
生
命
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
い
い
ま
す
。

生
死
な
ど
一
切
の
事
象
は
、
そ
の
法
性
が
縁
に
ふ
れ
て

『
起
』
す
な
わ
ち
出
現
し
、『
滅
』
す
な
わ
ち
消
滅
し
な
が

ら
、
流
転
を
繰
り
返
し
て
い
く
と
説
く
の
で
あ
り
ま
す
」

（
29
）

法
性
と
は
宇
宙
生
命
の
仏
界
で
あ
り
、「
第
九
識
」
を
さ
し
て

い
る
。
法
性
と
し
て
の
宇
宙
生
命
か
ら
個
々
の
生
命
が
顕
在
化

す
る
こ
と
が
「
法
性
の
起
」
で
あ
り
、
宇
宙
生
命
へ
の
帰
還
が

「
滅
」
と
な
る
。

仏
界
を
「
基
底
部
」
と
し
た
生
死
に
お
い
て
は
、
宇
宙
生
命

に
帰
っ
た
生
命
主
体
は
、
そ
の
内
奥
か
ら
の
仏
界
の
善
業

―

即
ち
大
慈
悲
の
力
を
発
動
さ
せ
て
、
民
衆
救
済
の
た
め
に
外
界

の
「
縁
」
を
集
め
て
�
た
ち
ま
ち
�
顕
在
化
す
る
。
日
蓮
が

「
内
外
相
応
」
し
「
因
縁
和
合
」
し
て
、
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

個
の
生
命
の
十
界
に
お
け
る
「
基
底
部
」
が
、
内
な
る
「
業
因
」

と
な
り
、
現
象
界
の
外
な
る
諸
条
件
が
「
助
縁
」
と
な
っ
て
、

一
個
の
生
命
体
が
「
法
性
」
か
ら
顕
在
化
す
る
の
で
あ
る
。

宇
宙
生
命
と
し
て
の
「
法
性
」
の
「
起
」
が
個
々
の
生
命
体

の
「
生
」
と
な
り
、「
法
性
」
の
「
滅
」
が
「
死
」
と
な
る
と
す

れ
ば
、「
生
」
と
「
死
」
は
、「
法
性
」
の
次
元
に
お
い
て
一
体

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
個
々
の
生
命
体
は
、「
法
性
」

―
宇

宙
生
命
の
基
盤
に
お
い
て
は
「
生
死
」
は
「
不
二
」
で
あ
り
、

現
象
界
に
お
い
て
は
「
生
」
と
「
死
」
の
「
而
二
」
と
し
て
、

顕
在
化
と
潜
在
化
を
繰
り
返
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
生

命
」
の
あ
り
方

―
実
相

―
を
「
生
死
不
二
」（
而
二
不
二
）

と
表
現
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、「
涅
槃
経
」
に
お
い
て
、

釈
尊
は
、
姉
（
生
）
も
妹
（
死
）
も
と
も
に
愛
す
べ
き
こ
と
を
説

く
の
で
あ
る
。

日
蓮
は
「
御
義
口
伝
」
で
、「
生
死
不
二
」
と
い
う
生
命
変
転

の
実
相
を
覚
知
し
て
生
き
ゆ
く
人
間
主
体
の
あ
り
方
を
「
本
有
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の
生
死
」
と
述
べ
て
い
る
。

「
三
界
之
相
と
は
生
老
病
死
な
り
本
有
の
生
死
と
み
れ
ば
無

有
生
死
な
り
（
中
略
）
本
有
の
生
死
と
知
見
す
る
を
悟
と
云

い
本
覚
と
云
う
な
り
」

（
30
）

三
界
と
は
、
こ
の
現
象
世
界
で
あ
り
、
生
老
病
死
の
四
苦
に

満
ち
た
現
実
の
世
界
を
「
法
性
」

―
宇
宙
生
命
の
六
道
を

「
基
底
部
」
と
し
た
顕
在
化
で
あ
る
と
洞
察
し
、
そ
れ
ら
の
苦
悩

に
挑
戦
し
つ
つ
、
自
他
の
「
基
底
部
」
を
声
聞
･
縁
覚
、
な
い

し
は
菩
薩
界
へ
と
変
革
し
ゆ
く
生
涯
こ
そ
、
仏
教
の
「
生
死
不

二
」
の
死
生
観
の
実
践
と
な
る
。

「
法
性
の
大
地
」
か
ら
大
慈
悲
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
促
さ
れ
て
、

苦
悩
充
満
の
こ
の
現
象
世
界
に
姿
を
あ
ら
わ
し
、
他
者
の
永
遠

な
る
幸
福
の
た
め
に
生
き
ぬ
く
誓
願
を
か
か
げ
て
生
涯
を
全
う

す
る
「
生
」

―
そ
し
て
菩
薩
界
、
仏
界
を
基
底
部
に
し
て
大

宇
宙
（
法
性
の
大
地
）
へ
と
帰
っ
て
い
く
「
死
」

―
さ
ら
に
、

再
び
、
現
象
界
へ
と
顕
在
化
す
る

―
そ
の
よ
う
な
生
死
の
あ

り
方
が
、
日
蓮
仏
教
と
Ｓ
Ｇ
Ｉ
が
志
向
す
る
「
本
有
の
生
死
」

で
あ
る
。

注（
１
）「
大
般
涅
槃
経
」
巻
一
二
、『
大
正
蔵
』
巻
一
二
、
三
七
四
頁

中
・
下
。

（
２
）
池
田
大
作
『
二
十
一
世
紀
文
明
と
大
乗
仏
教
』
聖
教
新
聞
社
、

一
九
頁
。

（
３
）
同
書
、
二
〇
頁
。

（
４
）「
有
明
大
経
」、『
南
傅
大
蔵
経
』
巻
十
（
中
部
経
典
　
二
）、
一

八
頁
。

（
５
）「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」
巻
五
、『
大
正
蔵
』
巻
二
九
、
二
六
頁
上
。

（
６
）「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」
巻
九
、『
大
正
蔵
』
巻
二
九
、
四
六
頁
上
。

（
７
）「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」
巻
一
〇
、『
大
正
蔵
』
巻
二
九
、
五
六
頁

中
。

（
８
）「
成
唯
識
論
」
巻
一
、『
大
正
蔵
』
巻
三
一
、
一
頁
上
。

（
９
）「
成
唯
識
論
」
巻
一
、『
大
正
蔵
』
巻
三
一
、
七
頁
下
。

（
10
）「
成
唯
識
論
」
巻
一
、『
大
正
蔵
』
巻
三
一
、
七
頁
下
。

（
11
）『
東
洋
学
術
研
究
』
第
二
十
七
巻
二
号
、
一
九
八
八
年
、
二
二

頁
。

（
12
）「
大
宝
積
経
」
巻
五
五
、『
大
正
蔵
』
巻
一
一
、
三
二
二
頁
中
。

（
13
）「
大
毘
婆
沙
論
」
巻
七
〇
、『
大
正
蔵
』
巻
二
七
、
三
六
三
頁

上
・
中
。

（
14
）「
大
宝
積
経
」
巻
五
五
、『
大
正
蔵
』
巻
一
一
、
三
二
二
頁
上
。

（
15
）「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」
巻
九
、『
大
正
蔵
』
巻
二
九
、
四
七
頁
下
。

（
16
）「
大
宝
積
経
」
巻
五
五
、『
大
正
蔵
』
巻
一
一
、
三
二
二
頁
上
〜

三
二
五
頁
上
。

（
17
）『
日
蓮
大
聖
人
御
書
全
集
』
創
価
学
会
版
、
一
四
八
〇
頁
。
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（
18
）
同
書
、
一
五
六
九
頁
。

（
19
）
同
書
、
一
三
八
六
頁
。

（
20
）
同
書
、
一
四
二
七
頁
。

（
21
）
同
書
、
一
五
〇
四
頁
。

（
22
）
池
田
大
作
『
人
間
革
命
』
第
四
巻
、
潮
文
庫
、
一
七
頁
。

（
23
）
同
書
、
四
五
頁
。

（
24
）『
戸
田
城
聖
全
集
』
第
七
巻
、
聖
教
新
聞
社
、
五
二
四
頁
。

（
25
）『
法
華
経
の
智
慧
』
第
四
巻
、
聖
教
新
聞
社
、
三
五
六
頁
。

（
26
）
同
書
、
二
八
八
頁
。

（
27
）『
戸
田
城
聖
全
集
』
第
六
巻
、
聖
教
新
聞
社
、
一
九
三
頁
。

（
28
）『
日
蓮
大
聖
人
御
書
全
集
』
創
価
学
会
版
、
五
七
四
頁
。

（
29
）
池
田
大
作
『
二
十
一
世
紀
文
明
と
大
乗
仏
教
』
聖
教
新
聞
社
、

二
〇
頁
。

（
30
）『
日
蓮
大
聖
人
御
書
全
集
』
創
価
学
会
版
、
七
五
三
〜
七
五
四
頁
。

（
か
わ
だ
　
よ
う
い
ち
／
東
洋
哲
学
研
究
所
所
長
）


